
薬事日報　薬学生新聞

員が学生とテーブルを囲んで、日々の
業務について現場目線で説明した。学
生からは「モニターのやりがいは何で
すか」といった質問が飛び交い、担当
者からは「新薬を世に送り出すために、
自分の知識や経験をチームにどのよう
に還元していくかを考えることが、や
りがいにつながっています」と説明が
あった。中には、「今の会社でここは
直した方がいいと思うところはありま
すか」と難しい質問もあったが、「わ
れわれはグローバル企業なので、日本
だけで意思決定できないもどかしさ、
物事を動かすことの難しさはありま
す」と率直に回答していた。
　説明会後、薬学生からは、「とても
ためになった」「私たち一人ひとりの
質問に丁寧に答えていただいて満足し
ました」といった声を聞くことができ
た。「具体的な採用人数を知りたかっ
た」「もっと座席数を増やしてほしか
った」といった素直な意見もあったが、
高評価な意見が目立ち、今後の就職活
動に向けて有意義な時間を過ごせたよ
うだ。

　説明会に続き、各社のブースに分か
れ、実際にＣＲＯで働いている先輩社

マコビジラン
ス、治験デー
タの信頼性を
確保する品質
管理、生物統
計手法を用い
て、治験薬の効果を証明する統計解析
の各業務、治験に関わるデータの電子
化を担当するシステム開発、被験者の
登録、治験薬の割付を実施する登録セ
ンター業務、薬事業務についての紹介
もあった。
　ＣＲＯで働くことで得られることに
ついて、社会・医療へ貢献できること
を強調。どのような仕事であっても社
会貢献につながっている。医療は人
が生活する上で欠かすことができない
ものであり、高齢化社会で医療へのニ
ーズがますます高まる中で、ＣＲＯの
業務は社会貢献度が高い業務になる。
幅広い疾患領域における知識経験の蓄
積や、医薬品開発プロセス全体にキ
ャリアを広げるチャンス、国際共同治
験に携わることでグローバル人材と
して成長できることがＣＲＯの魅力と
いう。

以上が薬学系出身者で占める。その他
の学科でも理工学系、農学系、生命化
学系など幅広く採用している。
　説明会では、医薬品開発のプロセス
や業界の現状と動向、臨床試験を取
り巻く環境について説明があり、さら
に個別の職種についての紹介があっ
た。医薬品開発の各プロセスで、治
験が適正に行われているかを確認し、
データを回収するモニタリング、モ
ニターが回収したデータをもとにデー
タを集めるデータマネジメント、安
全性に関する情報を収集するファー

　ＣＲＯ協会の会員32社の17年総売
上は、新規に加盟した６社も含めて、
11.7％増の1925億円。既存26社の合
計でも8.1％増となった。13年以降、
右肩上がりが続いており、ＣＲＯ業界
の成長と共に、新卒採用のニーズも
年々高まっている。18年は2000億円
を超えると見込んでおり、今後も成長
が続くと見られている。
　新卒内定者を学科別で見ると、３割

　日本ＣＲＯ協会（ＪＣＲＯＡ）は昨年11月19日、就職活動中の大学
生向けに業界説明会を開催した。例年、大学のキャリアセンターや就
職課担当者向けに説明会を行ってきたが、今回は新たな試みとして学
生に直接業界の魅力をアピールすることで、さらに本腰を入れて優秀
な新卒人材の獲得を狙う。植松尚会長はあいさつで、「昨今は治験その
ものが非常に難しく、専門性が必要とされるようになった。臨床試験
のオペレーションの面でも、製薬会社からＣＲＯに専門性が移行して
おり、今やＣＲＯは医薬品開発になくてはならない存在になってきた」
と業界の魅力を説明。再生医療製品などの医薬品の多様化に加え、Ｉ
Ｔ化、グローバル化と業界をめぐる環境が今後さらに変化する中で、
「臨床試験のプロセスの専門家として、われわれのニーズはますます
高くなるのではないか。これからますます若い人たちの力が必要にな
ってくる」と学生にエールを送った。
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日本ＣＲＯ協会提供

ＣＲＯは今後もニーズ高まる
日本ＣＲＯ協会 学生向けに業界説明会

業務を通じ社会に貢献

先輩社員が魅力伝える
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